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要　　旨
　本研究は，主任看護師の立場にある実習指導者の実習指導に対する意識の特徴のひとつとして、指導者の自





重回帰分析（ステップワイズ法）を実施した (p ＜ 0.05)． 
　指導者の平均年齢 40.5 ± 6.4 歳，平均臨床経験年数 17.4 ± 6.1 年，平均実習指導経験年数 5.9 ± 5.0 年で，




































































































リフレクションの 13 項目とした . これらについて ,
「かなりそう思う」「そう思う」「少しそう思う」「そ
う思わない」の 4件法 , または , 主観をありのままに






























点化し，自己教育力尺度を得点範囲 40 点～ 80 点の単
一尺度として用いた．また，達成動機は，7件法による
回答で，自己充実的達成動機（13 項目）得点範囲 13





































以上の病院 398 施設を抽出した .
129 施設（承諾率 32％）の看護管理責任者より承諾
を受け，承諾人数 2419 人に調査用紙を郵送した .
回収数，1414 部（回収率 58.5％）のうち，主任看
護師の立場にある指導者 246 人（回収率 17.4％）から，




得点の平均は，65.7 ± 5.0 点であった．
1．各要因と自己教育力
1）対象者の個人属性と自己教育力（表 1）（表 2）
年齢の平均は，40.5 ± 6.4 歳，看護師経験年数の平
均は，17.4 ± 6.1 年，実習指導経験年数の平均は，5.9








































（r=-0.20, p ＜ 0.01），「実習指導に不安･悩みがある」（p
＜ 0.01）者の自己教育力に有意差がみられた．
実習指導者自身の認識については，「実習指導者とし
て誇りを感じている」（r=0.27, p ＜ 0.01），「実習指導












数（r=0.48, p ＜ 0.01）, 競争的達成動機との相関係数

















（β =0.13，p ＜ 0.05）が有意であった . 実習指導への
認識に関する要因では，実習指導にストレスを感じてい
る（β =-0.15，p ＜ 0.05），学生に大切にしている看護
について話している（β =0.22，p ＜ 0.01），実習指導
者として誇りを感じている（β =0.17，p ＜ 0.01），看















（千葉ら ,2016: 大堀ら ,2012）よりも高かった .
主任の立場にある指導者の自己教育力得点は , スタッ
フ看護師である指導者を対象とした先行研究（千葉
ら ,2016: 松澤ら ,2009）, および看護師を対象とした先
行研究（西村ら , 1995: 齋藤ら ,2007: 三木ら ,2001）の
結果よりも高く , 看護管理職者を対象とした先行研究
（蓑ら ,2011）と同様の結果であった．また , 本調査対
象者の臨地実習指導者講習会の受講経験は約 5割で , ス
タッフ看護師である指導者を対象とした先行研究（千葉
ら ,2016: 大堀ら ,2012: 冨田ら ,2010）に比べ , 受講率
は高く , 学会や研修会の参加も約７割と高かった . この













した結果 , 自由度調整済み決定係数は 0.30 であった . 村
瀬（2007）は , 社会学調査データの決定係数の解釈に
ついて ,多くの要因が複雑に絡み合うなどノイズが多く ,
決定係数が 0.20 を超えれば , 十分に参照する価値があ














ている看護を話している」であり , これは , スタッフ看
護師である指導者を対象にした先行研究（千葉ら ,2016）
結果には選択されなかった．舟越ら（2003）は , 職位





護観として , 学生に語り伝えられることは , 実習教育に
おいて , 学生が看護とは何かについて , 学びを深める機
会となることが報告されている（冨田 ,2012）．指導者
が学生に看護を語ることは , 実習教育において意味があ
り , 指導者の自己教育力に , この要因が強く関連してい
たことが , 本研究結果から明らかになった．このことか



























山中ら（2014）は , 主任を含む認定看護師を対象に ,
自己の目標をもつことは , 自己を内省し新しい学習の機




に繋がると報告している . このことから , 本調査対象者








師を対象にした先行研究（藤本 ,2005: 久保ら ,2008）,
認定看護師を対象とした先行研究（山中ら ,2014）と同
様の結果であった．




山中ら（2014）は , 主任を含む認定看護師が , 自己の










研究（千葉ら ,2016）と , 同様の結果であった．学生は ,




いる．しかし , 舟越ら（2003）は , 指導者が学生の行動
を意味づけ , 看護の意味を説明できるようになるには ,
相応の年月と研修が必要であるとしている．本調査対象









究（平島ら ,2009: 丸山 ,2012）と同様の結果であった．
丸山（2012）は , 自信をもって実習指導を行ってい
る副主任以上の指導者は , 実習指導をストレスに感じて



















































なお , 本研究は , 筆頭者の埼玉医科大学大学院におけ
る修士学位論文を加筆修正したものである .
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